
中 島 正 愛 教 授 

（2017年 4月 京都大学名誉教授） 



昭和 50年 3月 京都大学工学部建築学科　卒業

52年 3月 京都大学大学院工学研究科建築学専攻II　修了（工修）
56年 5月 米国ペンシルバニア州リーハイ大学大学院土木工学専攻博士課

程　修了（Ph.D.）
62年 10月 建設省建築研究所　研究員

62年 4月 建設省建築研究所　主任研究員

63年 4月 神戸大学工学部　助教授

平成 4年 4月 京都大学防災研究所　助教授

12年 4月 京都大学防災研究所　教授

16年 10月 （独）防災科学技術研究所兵庫耐震工学研究センター セン
ター長（兼務 23年3月まで）

23年 4月 京都大学防災研究所　所長　（併任 平成25年3月まで）
平成 2年 ７月 米国スタンフォード大学　客員研究員　（平成2年8月まで）

9年 ２月 米国カリフォルニア大学バークレー校　客員研究員　（平成6年12月まで）

11年 5月 イタリア共和国パビア大学　客員教授

24年 5月 中国清華大学土木工学科　講席教授

26年 11月 中国東南大学土木工学科　客員教授

　　　　　　(受賞等歴）（国内）

平成 3年 日本建築学会奨励賞（論文）

9年 日本建築学会賞（論文）

11年 日本鋼構造協会奨励賞（論文）

12年 日本鋼構造協会論文賞

16年 日本鋼構造協会論文賞

18年 ナイスステップな研究者（科学技術への顕著な貢献2006）
文部科学省科学技術政策研究所

20年 日経BP技術賞（建設部門）
22年 兵庫県功労者表彰（防災・消防功労）

25年 防災功労者防災担当大臣表彰

　　　　　　(受賞等歴）（国外）

12年 The Moisseiff Award ,  米国土木学会（ASCE）
21年 Special Achievement Award,  米国鋼構造協会（AISC）
25年 Ernest E. Howard Award,  米国土木学会（ASCE）
26年 George W. Housner Medal,  米国地震工学会（EERI）
27年 Foreign Member,  米国工学アカデミー（NAE）
28年 Corresponding Member,  メキシコ工学アカデミー

中 島　正 愛　教 授　略 歴
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平成 2年 日本建築学会　鋼構造限界状態設計法小委員会委員（平成5年
まで）

3年 （財）建築技術教育普及センター　一級建築士試験問題作成委
員会委員（平成5年まで）

4年 日本建築学会　SRC造限界状態設計法小委員会委員（平成8年
まで）

5年 日本建築学会　鋼構造設計体系小委員会委員（平成10年まで）
5年 （財）日本建築総合試験所　建築技術安全審査会委員（平成15

年まで）
8年 日本建築学会　鋼構造座屈小委員会委員（平成13年まで）
8年 日本建築学会　鋼構造運営委員会委員・幹事（平成13年まで）
8年 日本建築学会　接合小委員会委員（平成9年まで）
8年 （財）日本建築センター　免震構造評定委員会委員（平成12年

まで）
9年 日本建築学会　鋼構造接合小委員会委員（平成13年まで）
9年 日本建築学会　論文集委員会委員・部門幹事（平成10年まで）
9年 日本建築学会　構造工学論文集編集小委員会幹事（平成11年ま

で）
10年 日本建築学会　災害本委員会幹事（平成15年まで）
11年 日本建築学会　　第１期代議員（平成14年まで）

12年 日本学術会議　第18期メカニクス・構造研究連絡委員会委員
（平成15年まで）

12年 日本鋼構造協会　鋼構造論文集委員会委員長（平成14年まで）

12年 日本鋼構造協会　表彰選考委員会委員（平成14年まで）
12年 国土交通省　国土総合技術研究所　建築構造基準委員会委員

（平成29年まで）
12年 （財）日本建築総合試験所　性能評価委員会（高層構造部会）

委員（平成17年まで）
12年 （財）日本建築総合試験所　性能評価委員会（免震構造部会）

委員（平成17年まで）
13年 日本建築学会　鋼構造運営委員会委員（平成17年まで）

13年 日本建築学会　鋼構造接合小委員会主査（平成17年まで）

13年 日本地震工学会　理事（平成15年まで）
14年 日本建築学会　建築教育認定事業委員会　建築分野審査委員会

委員長（平成18年まで）

14年 日本技術者認定機構　認定・審査調整委員会委員（平成18年ま
で）

15年 日本建築学会　論文集委員会委員・部門幹事（平成17年まで）

15年 日本学術会議　第19期メカニクス・構造研究連絡委員会委員
（平成18年まで）

15年 日本技術者認定機構　認定委員会委員（平成18年まで）
15年 内閣府　政策参与（平成26年まで）

　　　（学会・委員等歴）
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15年 文部科学省　科学技術・学術審議会　研究基盤部会（平成29年
まで）

15年 国土交通省　社会資本整備審議会・建築分科会臨時委員（平成
29年まで）

17年 Editor, Editorial Board：Journal of Earthquake Engineering and
Structural Dynamics (EESD), Wiley

17年 日本建築学会　建築教育本委員会委員（平成19年まで）

17年 日本建築学会　構造本委員会委員（平成21年まで）

17年 日本建築学会　鋼構造運営委員会主査（平成21年まで）

17年 日本自然災害学会　評議員（平成19年まで）
18年 日本建築学会　建築教育認定事業委員会　建築分野審査委員会

委員（平成25年まで）

19年 日本建築学会　副会長（平成21年まで）

19年 日本建築学会　支部長会議議長（平成21年まで）
19年 日本建築学会　学術レビュー委員会委員長（平成21年まで）
19年 日本建築学会　学術推進委員会副委員長（平成21年まで）
19年 日本建築学会　日本建築学会文化賞選考委員会委員（平成21年

まで）
19年 日本建築学会　構造本委員会　高機能社会耐震工学WG主査

（平成21年まで）
19年 日本鋼構造協会　運営委員会委員（平成21年まで）
19年 震災予防協会　評議員（平成22年まで）
20年 Member, Editorial Board：Journal of Constructional Steel Research,

Elsevier
20年 Member, Editorial Board：Earthquake Spectra Earthquake

Engineering Research Institute (EERI)(平成25年まで)
21年 日本建築学会　鋼構造運営委員会委員（平成26年まで）

21年 日本建築学会　日本建築学会教育賞選考委員会委員（平成23年
まで）

21年 日本建築学会　構造委員会委員長（平成25年まで）
21年 日本地震工学会　副会長（平成23年まで）
21年 厚生労働省　大阪労働局計画届局長審査委員（平成23年まで）
22年 総務省　大規模災害時の非常用通信手段の在り方に関する研究

会構成員（平成29年まで）
23年 日本建築学会　東日本大震災調査復興支援本部委員（平成25年

まで）
23年 日本建築学会　東日本大震災調査復興支援本部　研究・提言部

会部会長（平成25年まで）
23年 日本学術会議　連携会員（平成29年まで）
24年 日本工学会フェロー（現在まで）

24年 日本工学アカデミー会員（現在まで）

24年 文部科学省　地震調査研究推進本部　政策委員会委員長（平成
29年まで）

25年 日本建築学会　日本建築学会賞選考委員会　論文部会委員・幹
事（平成27年まで）
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26年 日本建築学会　第15期代議員（平成28年まで）
26年 内閣府　戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）：レジ

リエントな防災・減災機能の強化 プログラムディレクター
（平成29年まで）

26年 （財）日本建築総合試験所　建築構造性能評価委員会委員（平
成29年まで）

27年 日本建築学会　会長（平成29年まで）
27年 日本建築学会表彰委員会委員長（平成29年まで）
27年 日本建築学会文化賞選考委員会委員長（平成29年まで）
27年 内閣府　総合科学技術・イノベーション会議　次世代インフラ

戦略協議会委員（平成29年まで）
27年 （財）建築技術教育普及センター　理事（平成29年まで）
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1983 Post-Buckling Instability of Steel Beam-Columns Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.109,
No.ST6, June 1983, pp.1414-
1430

Nakamura, T.,
Wakabayashi, M.

1983 Experimental Study of Beam-Supported Slabs under
In-Plane Loading

ACI Journal, Vol.79, No.1,
January/February 1983,
pp.59-65

Huang, T., Lu, L. W.

1985 Part 1, Relationship between Integration Time Interval
and Response Stability in Pseudo Dynamic Testing ,
(Stability and Accuracy Behavior of Pseudo Dynamic
Response)

日本建築学会構造系論文報
告集，第353号，1985年7
月，pp.29-36

1985 Part 2, Relationship Between Integration Time
Interval and Accuracy of Displacement, Velocity and
Acceleration Responses in Pseudo Dynamic Testing,
(Stability and Accuracy Behavior of Pseudo Dynamic
Response)

日本建築学会構造系論文報
告集，第358号，1985年12
月，pp.35-42

1986 振動台実験と仮動的実験による鉄骨骨組の地震
応答（仮動的実験手法による実験時応答再現
法）

日本建築学会構造系論文報
告集，第364号，1986年6
月，pp.23-32

山崎裕

1986 仮動的実験による地震時応答の精度（仮動的実
験手法による地震時応答再現性

日本建築学会構造系論文報
告集，第370号，1986年12
月，pp.40-49

山崎裕

1988 Japanese Activities on On-line Testing Journal of Engineering
Mechanics, ASCE, Vol.113,
No.7, July 1987, pp.1014-
1032

Takanashi, K.

1988 Part 3, Experimental Error Growth of Pseudo
Dynamic Testing (Stability and Accuracy Behavior of
Pseudo Dynamic Response)

Part 3, Experimental Error
Growth of Pseudo Dynamic
Testing (Stability and
Accuracy Behavior of Pseudo
Dynamic Response)

Kato, H.

1988 On-Line Computer Test Control Method and its
Application to Earthquake Response Simulation of
Steel Structural Models

Journal of Constructional
Steel Research, Vol.11,
November 1988, pp.27-40

Takanashi, K.

1989 Part 4, Control of Experimental Error Growth of
Pseudo Dynamic Testing (Stability and Accuracy
Behavior of Pseudo Dynamic Response)

日本建築学会構造系論文報
告集，第401号，1989年7
月，pp.129-138

Kato, H.

中 島　正 愛　教 授　研 究 業 績

論　文（査読論文）
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1989 Reliability of Pseudo Dynamic Test in Earthquake
Response Simulation

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.115,
No.8, August 1989, pp.2098-
2112

Yamazaki, Y., Kaminosono,
T.

1990 Test of Steel Beam-Columns Subject to Sidesway Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.116,
No.9, September 1990,
pp.2516-2531

Takanashi, K.,  Kato, H.

1990 サブストラクチャ仮動的実験のための数値積分
法（サブストラクチャ法を用いた仮動的実験の
開発

日本建築学会構造系論文報
告集，第 417号，1990年11
月，pp.107-117

石田雅利，安藤和博

1990 鉄骨柱材の耐力特性 日本建築学会構造系論文報
告集，第418号，1990年12
月，pp.59-69

森野捷輔，古場覚司

1991 Statistical Evaluation of Strength of Steel Beam-
Columns

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.117,
No.11, November 1991,
pp.3375-3395. (2)

M., Morino, S., Koba, S.

1991 Sulla Sperimentazione Pseudodinamica di Strutture in
Muratura

Ingegneria Sismica, Vol.VIII,
No.3, December 1991, pp.3-
16 (in Italian)

Calvi, G. M.

1992 Development of Real-Time Pseudo Dynamic Testing Journal of Earthquake
Engineering and Structural
Dynamics, Vol.21, No.1,
1992, pp.79-92. (6)

Kato, H.,  Takaoka, E.

1992 鉄骨高層建物の固有周期の簡易予測 構造工学論文集，
Vol.38B，1992年3月，
pp.137-144

柳尚孝，細辻順子

1992 高性能60キロ鋼を用いた鉄骨筋違の復元力特性 日本建築学会構造系論文報
告集，第437号，1992年7
月，pp.105-113

辻文三，西野孝仁，芦沢
知樹

1993 実験誤差制御機能を有したサブストラクチャ仮
動的実験のための数値積分法

日本建築学会構造系論文報
告集，第454号，1993年12
月，pp.61-71. (5)

赤沢隆士，阪口理

1994 オブジェクト指向型データベースを用いた構造
実験情報の管理・保存

構造工学論文集，
Vol.40B，1994年3月，
pp.253-259

大谷康二，辻文三

1994 Variation of Ductility Capacity of Steel Beam-
Columns

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.120,
No.7, July 1994, pp.1941-
1960
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1994 Energy Dissipation Behavior of Shear Panels Made of
Low-Yield Stress Steel

Journal of Earthquake
Engineering and Structural
Dynamics, Vol.23, No.12,
1994, pp.1299-1313

1995 Damage to Engineered Buildings from the 1995
Hyogoen-Nanbu Earthquake

Journal of Natural Disaster
Science, Vol.16, No.2, June
1995, pp.71-78

1995 Overview of Building Damage and Damage to Wood
Houses from the 1995 Hyogoken-Nanbu Earthquake

Journal of Natural Disaster
Science, Vol.16, No.2, June
1995, pp.72-87

Suzuki, Y., Fujiwara, T., et
al

1995 Pseudo Dynamic Testing Using Conventional Testing
Devices

Journal of Earthquake
Engineering and Structural
Dynamics, John Wiley &
Sons Ltd., Vol.24, No.10,
October 1995, pp.1409-1422

Akazawa, T.,  Igarashi, H.

1995 Strain-Hardening Behavior of Shear Panels Made of
Low Yield Steel, II: Model

 Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.121,
No.12, December 1995,
pp.1750-1757

Akazawa, T.,  Tsuji, B.

1995 Strain-Hardening Behavior of Shear Panels Made of
Low Yield Steel, I: Test

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.121,
No.12, December 1995,
pp.1742-1749

1996 Application of Pseudodynamic Test Method to
Structural Research

Earthquake Spectra,
Earthquake Engineering
Research Institute, Vol.12,
No.1, February 1996, pp.29-
56

Shing, P. B.,  Bursi, O. S.

1996 第二剛性の高いバイリニア系のエネルギー入
力・消費特性

構造工学論文集，Vol.42B,
1996年4月，pp.59-68

三谷貴志，辻文三

1996 Energy Input and Dissipation Behaviour of Structures
with Hysteretic Dampers

Journal of Earthquake
Engineering and Structural
Dynamics, Vol.25, 1996,
pp.483-496

Saburi, K., Tsuji, B.

1996 Seismic Design of Steel Buildings: Lessons from the
1995 Hyogo-ken Nanbu Earthquake

Canadian Journal of Civil
Engineering, Vol.23, No.3,
June 1996, pp.727-756

Tremblay, R., Bruneau, M.,
Prion, H. G. L., Filiatrault,
A., DeVall, R.

1996 履歴型ダンパーを用いた架構の地震応答と設計
耐力

日本鋼構造協会論文集，第
3巻，11号，1996年9月，
pp.65-77

井上一朗，桑原進，多田
元英
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1997 梁破断を考慮した鉄骨平面骨組の挙動と信頼性
評価

日本建築学会構造系論文報
告集，第493号，1997年3
月，pp.99-106

日下彰宏，野中泰二郎

1997 構造物に要求される消費エネルギーに対して構
造各部材に要求される塑性変形量とそのばらつ
きの評価法

本建築学会構造系論文報告
集，第494号，1997年4月，
pp.99-105

吉良圭史，辻文三

1997 通しダイアフラム形式で角形鋼管柱に接合され
るH形鋼梁の塑性変形能力に関する実大実験
（その1：実験計画および予備実験）

鋼構造論文集，日本鋼構造
協会，第4巻，16号，1997
年12月，pp.27-42

井上一朗

1997 通しダイアフラム形式で角形鋼管柱に接合され
るH形鋼梁の塑性変形能力に関する実大実験
（その3：工場溶接形式（梁：H-600x250x12x25
試験体に対する実験）

鋼構造論文集，日本鋼構造
協会，第4 巻，16 号，1997
年12 月，pp.59-74

1997 通しダイアフラム形式で角形鋼管柱に接合され
るH形鋼梁の塑性変形能力に関する実大実験
（その5：破壊特性と塑性変形能力の総合考察）

鋼構造論文集，日本鋼構造
協会，第4巻，16号，1997
年12月，pp.89-104

井上一朗他

1998 Classification of Damage to Steel Buildings Observed
in the 1995 Hyogoken-Nanbu Earthquake

Engineering Structures,
Vol.20, No.4-6, April 1998,
pp.271-281

Inoue, K., Tada, M.

1998 Tests of Welded Beam-Column Subassemblies II:
Detailed Behavior

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.124,
No.11, 1998, pp.1245-1252.
(1)

Suita, K., Morisako, K.

1998 Tests of Welded Beam-Column Subassemblies I:
Global Behavior

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.124,
No.11, 1998, pp.1236-1244

1999 Real-time Online Test for MDOF Systems Journal of Earthquake
Engineering and Structural
Dynamics, Vol.28, No.4,
April 1999, pp.393-420

Masaoka, N.

1999 鉄骨骨組の地震応答に及ぼす柱梁耐力比の影響
（その2：柱の塑性化を許す骨組の地震応答）

鋼構造論文集，日本鋼構造
協会，第6巻，23号，1999
年9月，pp.133-148

澤泉紳一

1999 鉄骨骨組の地震応答に及ぼす柱梁耐力比の影響
（その1：梁崩壊機構を形成するために必要な柱
梁耐力比）

鋼構造論文集，日本鋼構造
協会，第6 巻，23 号，1999
年9月，pp117-132

澤泉紳一

1999 ノンスカラップ工法とRBS工法による柱梁接合
部の塑性変形能力－改良型溶接柱梁接合部の実
大実験－その1－

日本建築学会構造系論文報
告集，第526号，1999年12
月，pp.177-184

吹田啓一郎，田村匠，森
田周平，Engelhardt, M. D.
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2000 Moment Redistribution Caused by Beam Fracture in
Steel Moment Frames

Journal of Structural
Engineering, ASCE, Vol.126,
No.1, January 2000, pp.137-
144

Minami, T., Mitani, I.

2000 The 1995 Hyogoken-Nanbu Earthquake as a Trigger
for the Implementation of New Seismic Design
Technologies in Japan

Lessons Learned Over Time,
Learning From Earthquake
Series, Vol III, Earthquake
Engineering Research
Institute, April 2000, pp.79-
109

Clark, W. P., Aiken, I. D., ,
M. Miyazaki, M.
Midorikawa

2000 損傷に寄与する地震入力エネルギーに関する考
察

日本建築学会構造系論文報
告集，第530号，2000年4
月，pp.177-184
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2015 建物の安全確保，機能維持，そして快適な生活
空間－兵庫県南部地震から20年－

21世紀ひょうご，Vol.18，
2015年5月，pp.14-26

長江拓也

2015 レジリエントな防災・減災機能の強化に向けて RMFOCUS（インターリス
ク総研），54号，2015年7
月，pp.1-8

2015 会長就任の挨拶－建築としての声をひとつに 建築雑誌，第130巻，1672
号，2015年6月，p.2-3

2015 20年間を振り返って 地震調査研究推進本部20年
資料集，pp.141.144

2015 この人に聞く RE，建築保全センター，
No.188，2015年10月，pp.2-
3

2016 年頭所感，建築と建築学会の持続的発展をめざ
して－建築としての声を一つに

建築雑誌，第131号，1679
号，2016年1月，pp.2-3

2016 建築論壇－建築の社会性と建築家の役割 新建築，2016年3月，pp.47-
51

六鹿正治

2016 学会のこれまでとこれから－建築のニューフロ
ンティアを開拓する

建築雑誌，第131巻，1683
号，2016年4月，pp.6-11
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